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序　　　　　文

ヴィエトナム社会主義共和国政府はドイモイ（刷新）政策以降、継続的な経済成長をめざしてイ

ンフラ整備、なかでも道路インフラの整備を急いでいるが、それを支える建設技術者の養成が重

要な課題となっている。このためヴィエトナム社会主義共和国政府は、同国最大の訓練機関であ

る第１交通技術訓練校の質的向上を図り、道路整備のニーズにあった人材を育成したいとして、

我が国にプロジェクト方式技術協力を要請してきた。

これを受けて国際協力事業団は 1998年（平成 10年）３月、基礎調査団を派遣して、建設機械技

術者の養成はヴィエトナム社会主義共和国の道路をはじめとするインフラ整備に資するところが

大きいことを確認した。

そこで今般、1999年（平成 11年）11月 22日から 12月４日までの間、建設省土木研究所企画部先

端技術開発研究官 長健次氏を団長とする事前調査団を派遣し、ヴィエトナム社会主義共和国側

の実施体制を確認するとともに、技術協力の枠組み、内容の討議を行った。

調査の結果、技術協力の実施にあたっては、ヴィエトナム社会主義共和国側から当初要請の

あった技術者再訓練（リトレーニング）コースの新設に加え、既存訓練コースの改善も併せて行う

のが適当であることが確認された。

本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであり、今後のプロジェクトの展

開に、広く活用されることを願うものである。

ここに、本調査にご協力頂いた外務省、建設省、社団法人日本建設機械化協会、アイ・シー・

ネット株式会社、在ヴィエトナム日本大使館など、内外関係各機関の方々に深く謝意を表すると

ともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第である。

平成 12年１月

国際協力事業団

理事　泉　堅 二 郎
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